
先日は、学校評価アンケートへのご協力ありがとうございました。アンケートについて

は、子どもたちと保護者の皆様、教職員が同じ内容の項目で回答しました。結果を基に今

年度の教育活動を振り返り、来年度の学校運営の参考とさせていただきます。
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○ ９割以上の保護者、児童、教職員がＡ評価またはＢ評価
と回答しました。家庭・地域のご協力もあり、多くの児童が
学校生活を充実して過ごすことができたように感じていま
す。今後も全ての児童に寄り添い、学校生活を心から「楽
しい！」と思えるように、家庭・地域と連携しながら努めてい
きます。

○ アンケート結果からも自主勉強を始めとする家庭学習
に意欲的に取り組んでいることが分かります。しかし、宿題
や自主勉強に対して「やらされている」と感じている児童
も少なからず見られます。今後は、家庭学習の内容や時間
を、今以上に児童が自己選択・決定できるよう支援してい
きます。

○ 保護者・児童・教職員の結果にやや差が見られます。学
校では自己選択・決定のある主体的な学びを進めていま
すが、それが家庭学習の場で見られないことと、家庭に学
校での学びが伝わっていないことが原因と考えられます。
今後は、身に付いた力が様々な場面で発揮させるように
するとともに、学校での学びを広く発信していきます。

○ ＩＮＧのオリジナルポスターづくりや道徳の授業など、様
々な活動を通して、児童の思いやりの心を育てています。し
かし、時々、心無い言葉を耳にすることもあります。そのよう
なときは毅然とした態度で指導してきました。来年度は、今
年度以上に思いやりの心が広がっていくように指導を続
けます。

○ 児童会が行っている６の付く日の挨拶デーを中心に、挨
拶の輪が広がっているように思います。校外から見えるお
客さんに対しても爽やかに挨拶をしている姿は大変誇らし
く思います。また、お世話になった人に対して、心を込めて
感謝の気持ちを伝えることもできました。今後も挨拶の大
切さを伝えていきます。



・ 行事予定や持ち物について、計画的に教えていただけるので大変助かっています。見直していただき
たい点は、合同運動会です。拘束時間だけ長く、親子共々疲れるだけです。学区の交流があったのか疑
問です。来年度は、小学生だけ、もしくはコロナ禍の２学年のみで短時間で開催していただきたいです。
・ もう少し自分の考えを披露する機会や、場面を設けていただけると社会に出たときの糧になるので増
やしていただきたいです。
・ 担任の先生には、子どもの生活面、学習面ともよく目を配っていただき、とても感謝しています。東桜
小は転出入の児童が多い印象を受けます。児童やその保護者のルーツも様々で、そうした多様性を肌
で感じながら成長できる環境にあることもありがたいと感じています。
・ 登校班について、班長や高学年が遅刻するという話をよく聞きます。皆がそうではないと思いますが、
高学年の児童には、中心となって安全に登校するという責任があることを教えてほしいし、自分の子ど
もにもそうなってほしいです。
・ 学校を休みたいと一度も言わないということは、充実した学校生活が送れているのだと思います。
・ ＰＴＡ役員やクラス委員などの制度をなくしている学校もあるので、少しずつでも見直していった方が
いいのではないかと思います。
・ 大事なお知らせは、プリント配布だけではなく、アプリかメールでの連絡もして漏れのないようにして
ほしいです。給食当番の白衣は洗濯＋アイロンでとても手間が掛かります。調理実習時のように各自エ
プロン、三角巾ではどうでしょうか。
・ 子どもが先生のことをとても信頼しているのを感じます。これからもよろしくお願いします。
・ 給食のアレルギー対応がしっかりしていて安心です。保健室が居心地のよい場所であることがあり
がたいです。タブレットの機種変更を望みます。成長期でもあり、視力低下が心配です。トイレをもっとき
れいにしてほしいです。理科の実験器具を新調してほしいです。校歌をもっと歌ってほしいです。

貴重なご意見をありがとうございました。お寄せいただいたお声を参考に、来年度の

教育計画立案を進めてまいります。本当にありがとうございました。次号以降の学校

通信で、来年度の変更点をお示ししたいと思います。よろしくお願いします。

○ おおむね良好な評価と言えます。しっかりと生活や遊び
のきまりを守って過ごすことができました。しかし、今年度も
昨年度と同程度、遊びや体育の授業の中で怪我が発生
しました。今あるきまりを見直し改善していくことも大切だ
と考えています。今後も、児童が安心して学校生活を送れ
るように、適切な指導を継続していきます。

○ 児童は自分だけではなく他人のことも考え、健康に気を
付けて過ごすことができました。アンケート結果からも児童
が感染症・熱中症対策を意識して生活できたことが分か
ります。コロナの５類移行を受けて、今年度は様々な変化
がありましたが、児童は変化に戸惑うことなく、できること
をしっかり行うことができました。

○ 登下校については、教職員の評価がやや低くなってい
ます。下校時のトラブルが数件あり、個別に指導をしまし
た。学校だけではなく、家庭や地域のご協力があってこそ、
児童が安全に登下校できるのだと思います。今後も児童
の安全を最優先し、家庭や地域と連携しながら登下校の
様子を見守っていきます。


